
少しづつ春の日差しが感じられる季節となりました。早いもので、今年

度も残り１ヶ月。

４月には、まだまだ涙を見せることも多かったうみチームさんも、今で

は保育者や友だちの存在に安心し、自分の思いをしぐさや片言で伝えなが

ら、毎日を過ごしてくれています。つかまり立ちや伝い歩きだった子ども

たちも、保育者と手を繋いで歩くことを楽しんだり、公園ではすべり台な

どの遊具にも興味を示したりと、一人ひとりの成長を感じる１年でした。

また、食事や身の回りの事にも興味を示し、スプーンを持って「自分で」

という気持ちも芽生えてきました。できた時の嬉しそうな顔が、とても頼

もしく感じられます。

3月は進級に向けて、少しづつだいちさんのお部屋にも遊びに行き、安

心して次のクラスに進めるように関わっていきたいと思います。残りの

日々も、子どもたちが“やってみたい”という気持ちを大切に、笑顔いっ

ぱいで過ごしていきたいと思います。

保護者の皆様には、この１年間温かいご理解とご協力をいただき、本当

に感謝しております。ありがとうございました。

うみチーム 3月号



寒さの中にも少しずつ暖かい日が増え、春が近づいてきました。

2月は、雪の冷たさに驚きながらも、真っ白な世界で全力で遊んだ子ども

たち。豆まきでは、くじらチームさんの小鬼や赤鬼を相手に、泣きながら豆

を投げて…と、季節の行事も楽しみました。

最近では進級に向けて、おやつの後に着替え袋を自分でカバンに片付ける

ことも始めましたよ。以前はできないことがあるとすぐに「やって～」と保

育者に助けを求めていたのですが、今は❝自分で❞服を着てみよう、脱いでみ

ようと、『やってみよう』の気持ちが大きくなり、できるところまで頑張っ

ています(*^^*)また、お友だちと一緒に見立て遊びをしたり、同じことやっ

てみたり…と、友だちとの関わりも増えてきました。それでも、ひとりが

「せんせい～！」と呼んでくれると、あちらからもこちらからも「せんせい

～！」「せんせい～！」と、可愛い声が聞こえてきます♪自分なりにたくさ

んお話もしてくれるようになり、とても賑やかな毎日です。

そんなだいちチームさんも、早いもので残り1カ月となりました。最後ま

で、みんなで思い切り楽しく過ごしていきたいと思っています。この1年間

たくさんご理解、ご協力をいただき本当にありがとうございました。

だいちチーム 3月号



2月には楽しみにしていた雪が降り、大喜びで触ったり、雪だるまを作った

りして楽しんだ子どもたち。かと思えば最近では、上着を脱いでしっぽとり

を楽しむなど、日中は暖かい春の日差しを感じるようになってきました。

最近は、自分からお友だちを誘って遊んだり、お友だちのお手伝いをした

りする姿が増えてきましたよ。「してあげたい」「自分でやりたい」という

気持ちがぶつかることもありますが、それぞれの気持ちを言葉で伝えられる

よう仲立ちをしながら、相手の気持ちにも気付けるように関わっています。

またこの１年で、身の回りの事に自分で取り組めるようになってきた子ども

たち。最初は「できないー」「やってー」ということが多く、私たちも援助

をしていたのですが、だんだん見守る時間の方が長くなってきて成長を感じ

ています。

「みんな３歳になったね」「もうすぐにじさんだからね」と進級を楽しみ

に、ハサミなど様々なことにチャレンジしている子どもたちを応援しつつ、

あめチームでの残りわずかな日々を大切にしながら、子どもたちと笑顔いっ

ぱいで過ごしていきたいと思います。

行き届かない面もあったと思いますが、保護者の皆様にはこの１年多くの

ご理解やご協力をいただき、ありがとうございました。

あめチーム ３月号。



寒さが和らぎ、少しずつ春の陽気が感じられる頃となりました。天気の良い日

には、皆で鬼ごっこやバナナ鬼を楽しんでいます。新しく始めた『バナナ鬼』は、氷

鬼によく似たルールなのですが、タッチされるとバナナのポーズでとまり、仲間

がタッチをして助けてくれるとバナナの皮が剥けて、また逃げることができます。

始めはタッチされても止まっている事が難しくて動き出していましたが、何度も

楽しむ中で随分とルールを理解してくれるようになってきました。（とはいえ、ま

だじわじわと動いてしまいます ）面白さが分かってくると、「明日は螢谷公園

でバナナ鬼したーい！」と言ってくれるようにもなってきました。これからも様々

な集団遊びに触れ、簡単なルールの中でお友だちと遊ぶ事の楽しさを味わって

もらいたいと思っています

にじチームで過ごすのも残り1ヶ月となりました。春先は身の回りの事を保育者

が一つひとつ丁寧に伝えながら過ごしていましたが、今では❝散歩に行ったから

手洗いうがいをするんだ！❞❝ご飯食べたから歯磨きをするんだ！❞と自分で考

えてやろうとする姿が、沢山みられるようになってきました♪

進級に向けて、次はそらチームになるんだ！という嬉しい気持ちをバネに、自分

の事は自分でできるように…と思っています。お家でも、次の日のお鞄の用意等、

子ども達が自分で行なえるよう、一緒にしたり、任せてみたりしながら過ごして

みてくださいね

にじチーム 3月号



暖かな日差しになると共に、日が少しずつ長くなってきました。戸外で遊んでい

ると、少し汗ばむくらい暖かく、上着を脱いで走り回っている子ども達です☆

さて、発表会も終わりホッとしたのも束の間… 年度末に大役のイベント

が！！大好きな、とってもお世話になったくじらチームさんのお別れ会。そこに向

けての準備や当日の司会等はそらチームの仕事です。あくまでも子ども達が考えて、

子ども達が進んで取り組めるようにお話しました。お別れ会自体の記憶はあり「お

部屋にお花飾ってあったな～」「くじらさんが前に座ってはったよな」と色々思い

出し、それを踏まえた上で、「みんなはどんな飾りをしたい？どんな風に作る？」

と伝えました。すると「星は？」「そら・くじらさんが写っているお写真は？」と

毎年恒例のお花や輪飾りに加え、真剣に考えた案をたくさん出してくれました。話

を進める中で「あ～、くじらさんのことが大好きなんだな」と、微笑ましく思った

担任です そしてお別れ会で渡すプレゼントも制作中！（卒園式でつけるコサー

ジュを渡します）すべてくじらさんには内緒で進めているので、これまたウキウ

キ・ワクワクを加速させています 喜んでくれる顔を想像しながら、最後まで楽

しく進めていきたいです☆

また2月はお散歩にもたくさん出かけました！大好きなケイドロや遊具、砂場と

存分に外遊びを楽しみました。3月もたくさん遊び、まだまだくじらさんとの思い

出もたくさん作っていきたいです！

そらチーム3月号



保育園最後の発表会は、残念ながら2名欠席 そこで、お休みをしていた

お友だちのお家の方を招待して、くじらチームさんだけ保育室で２回目の発

表会を行いました。全員揃って演奏できたことで、子どもたちは大喜び♪発

表会がんばったね！ということで、Yくん発案の『ピニャータ』を作ってい

ます。まずは、ピニャータの材料と、お別れ遠足のお菓子を買いに、平和堂

までお買い物へ！みんなで、アレルギーのお友だちのために、牛乳が入って

いないおやつを真剣に探したり、お客さんに「かわいいね～」「おつかいし

てるのー？」と声を掛けられ、照れながらも「こんにちは」と返事をしたり

(笑)その後にハッとして「ピニャータのお菓子とか買いに来てん！」の言葉

を返し、「ピニャータ…？」というお客さんの困り顔までがセットでした

今、この文章を読みながらも「ピニャータ…？」と思っておられる方、い

らっしゃいますよね？後日ブログにあげさせていただきますので、お楽しみ

に♪

そして、いよいよ3月14日は卒園式。取り組みを進めるうちに、寂しさを

感じ泣いてしまうお友だちもちらほら。その姿を見て、慌ててティッシュを

取りに行くお友だちが必ずいてくれて、優しいクラスだなぁ…と、しみじみ

思う担任です。子どもたちの素敵な門出を、職員一同でお祝いしたいと思っ

ています。

くじらチーム ３月号


